
大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所・大学共同利用機関等の部局等・所長

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

６２６１８

基盤研究(B)（一般）

2020～2017

言語使用と非言語的認知操作における空間指示枠の相関についての実験的研究

Experimental studies on the correlation between linguistic and non-linguistic 
behaviors in the spatial frame of reference

１０１５４９５７研究者番号：

田窪　行則（Takubo, Yukinori）

研究期間：

１７Ｈ０２３３３

年 月 日現在  ４   ６ ２０

円    13,770,000

研究成果の概要（和文）：本研究は言語表現と言語を用いない認知操作とで空間指示枠が相関するか否かを統制
された認知科学的実験により確かめることを目的とする。宮古島では、テーブルの上の物体の操作を行うとき
に、相対指示枠（右左）でなく、絶対指示枠（東西南北）を用いることが確かめられた。統制群である東京方言
話者の実験では相対指示枠を用いており、両者の差が統計的に優位であることが確かめられた。インドネシア、
ラマホロット語を母語とする話者に対する実験では、その空間指示枠が固有指示枠（山向き、海向き）であるこ
とを確かめ、そのシステムを記述した。これらの成果をこれまでいくつかの学会、講演会で発表し、国際誌に掲
載した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate, in controlled cognitive 
experiments, whether spatial frame of reference in verbal and non-verbal cognitive operations are 
correlated. In Miyakojima Island, the participants when speaking in Miyakoan used absolute 
(east-west-north-south), rather than relative (right-left), frames of reference when manipulating 
tabletop objects. Speakers of Tokyo dialect, a control group, used the relative frame of reference, 
and the difference between the two groups was statistically significant. In experiments with 
Lamaholot speakers in Indonesia, we confirmed that the spatial frame of reference was geocentric 
(mountain-oriented, sea-oriented). These results have been presented at several conferences and 
lectures and published in international journals.

研究分野：言語学

キーワード： 空間指示枠　相対指示枠　固定指示枠　絶対指示枠　二重言語使用　空間認知　言語相対性仮説
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研究成果の学術的意義や社会的意義
言語が思考を決定するといった強い形の言語相対性仮説に対しては否定的な見方が多いが、空間認知のような特
定の領域の認知操作で言語使用と非言語認知過程に同様の操作が関わっていることは一概に否定できない。本研
究では、二重言語話者において、使用言語によって絶対指示枠と相対指示枠の使い分けが見られることを示し
た。この結果は言語相対性仮説を支持するというより、この使い分けが伝統的家屋の建築様式や村の作り方など
文化的なフレームの使い分けとかかわっていることを示している。この点で本研究は言語相対性仮説に関して新
しい見地を提供している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

言語形式と空間認知との相関はこれまで言語人類学的な研究を中心に多くの研究が行われて
きた。Levinson[１]は「右、左」といった語彙がなく、代わりに「川の上流、下流」など地形を
利用して空間や方向を指示する言語や「東、西、南、北」などの語彙をテーブルの上といった狭
い空間にも使用する言語を報告している。これらの現象は日本でも井上[２]の紹介によって広
く知られてきた。「右、左」は認知主体である人間をエゴセンターとしたいわゆる「相対的指示
枠」であるのに対して、「川の上流、下流」は事物の固有の方向を利用した「固有指示枠」、「東
西、南、北」は人間や事物の固有の方向とは独立した「絶対指示枠」である。共通語でも大きな
空間では、「銀閣寺は京都の東にある」、「琵琶湖は京都の東にある」のように「東、西、南、北」
などの絶対的指示枠が使われるし、京都では住所や方向を指示するのに「上がる、下がる」「西
入る、東入る」等の「南、北、東、西」と結びついた絶対指示枠が使われるが、テーブルの上の
ものを指示するのに「ビールの東のコップを取って。」とか「東の奥歯が痛い。」などということ
はない。 
 日本国内でも琉球の諸地域では「東、西、南、北」を身近なものを指示するのに使われること
が報告されている[３、４、５]が、これまで統制された実験によってこれを確かめたものはなか
った。研究代表者の田窪は、琉球宮古語大神の方言調査の際、方角ではなく、家の中のものの位
置に関しても「これはどこに置くの」と言う質問に「冷蔵庫の東においておけ。」などという言
語使用を観察していたが、この現象に対する本格的な調査は行っていなかった。 
 幸いアイマラ語の空間オリエンテーションと時間方向性の相関を関係し、この言語では未来
が後ろ、過去が前の方向と相関することを実験的手法で発見した認知科学者の Rafael Núñez
（UCSD 認知科学科）の知己を得ていたため、氏に共同研究を依頼した。氏はパプア・ニューギ
ニアの言語で固有指示枠を持つ言語でも調査している。 
宮古島ではすべての話者は日本語共通語との二重言語話者であり、空間認知に関してもその

影響を受ける可能性がある。本研究では、この二重認知、二重言語の影響を排除するために共通
語の影響を抑えるために、被験者の母語による教示を行い、さらに統制した実験を行い、統計的
検定を行った。 
 

２．研究の目的 

 本研究は、言語の違いが方向認知にかかわる認知操作に影響しているのか否かを十分に統制
された認知科学的実験により確かめることを目的としている。 
琉球諸語の母語話者は高齢であるため、記憶等さまざまな要因が干渉していないかを確かめ

る必要がある。そこでコントロール群として東京方言話者でも 60 代以上の高齢者で実験を行い、
記憶や他の要因（たとえば都会生活の果たす要因）を確かめた。 
これらの実験と並行して、固有指示枠を用いて指示を行う言語（東インドネシアのラマホロッ

ト語）が話されている地区で実験を行った。 
 それぞれの地区での結果を統計的に解析し、言語的実験の結果と非言語的結果の相関を調べ
た。 
言語相対性仮説に関しては言語が思考を決定するといった強い形のものに対しては否定的な

見方が多いが、空間認知のような特定の領域の認知操作で言語使用と非言語認知過程に同様の
操作が関わっていることは一概に否定できない。空間指示枠において言語相対性仮説が成立す
ることを統制された実験により検証することを目的とした。同時に二重言語話者において言語
相対性仮説が成り立つのかについても考察した。 
 

３．研究の方法 

3.1 相対指示枠か絶対指示枠か 

当初の実験のデザイン及びプロトコールは基本的に Max Planck で使われている実験デザイン
Majid et al.[6]に、高齢者用に必要な変更を加えたものである。A.言語的実験と B.非言語的実
験を行ったが、Majid et al.の方法を用いた B の実験では、高齢者に記憶の負担をかけすぎるこ
とがわかったため C の実験をデザインし、それを用いた。 
 
A.言語的実験のデザイン                 
L1）スクリーンで区切られた机に座ってもらった二人の被験者の間で行う（図１）。 



 
L2）机の上に置かれた 3 つの動物のフィギュア（固有の前後
を持つ）とサトウキビのフィギュア(固有の前後を持たない)
を二人の被験者にみせ、それらがなんであるか、当該の言語
で同定してもらう。 
L3）4 つのフィギュアのうち 2 つを選び一列に並べ、一人の
被験者に対し、もう一人の被験者が同じように並べられるよ
うに隣の被験者に当該の言語で指示してもらう。この時フィ
ギュアの並べ方は乱数表を使い、可能な組み合わせからラン
ダムに選ぶ(図２)。                  

L4）並べ終わった後、スクリーンを取って確認してもらう。 
L5）交替して（L2-L4）を繰り返してもらう。L6）並べ方がどの程度正確
であるかを記録する。 
L7）被験者が向く方向は東西南北と 4 通りになるようにする。北と 4 通
りになるようにする。 
L8）話された内容を書き起こして、指示に絶対指示枠的表現を使うか相
対指示枠を使うか、その比率を計算する。 
 
C.ジェスチャーを用いた実験 
当初予定していた非言語的実験 B は高齢者の記憶に負担をかけるこ

とがわかったため、それほど負担をかけないジェスチャーを用いた実験
を Núñez がデザインした Núñez et al.[7]。 
 

［刺激］ 

C1）黒か白の板と黒か白のボールを用いる。板とボールの
色は異なるようにする（白黒 C11、黒白 C12）。 
C2）ボールの動き：板の上に転がすか（C21）、跳ねさせる
か（C22）。 
C3）板の向き：板が東向きに下るか（C31、西向きに下るか
（C2）。 
C21、C22、C31、C32 と、C11、C12 の黒白の組み合わせで 8
通り。 
C4）被験者と刺激提示者は対面する。被験者が北（C41）、
南（C42）の２つの方向のどちらを向くかで 2 通り。 
 

［実験手順］ 
C１）ボールと板の白黒の組み合わせ。 
C４）刺激提示者が北を向くか、南を向くか。 
（C1）、（C4）を選ぶ。（C1）は交互に選び、(C4)はランダムに選ぶ。この 4 通りの組み合わせと、
（C1）（C2）の４通りの組み合わせで 16 通り。 

このあとに被験者に遮蔽物で仕切ら
れた空間に移動してもらい、180 度回転
して、ひじ掛けのない椅子に座る。そし
て、被験者に何を見たかを話してもらう。
話を聞く相手は刺激提示者とは異なる
ものが行い、実験は見ていない。対話相
手は被験者が自然に話せるようにその
母語に堪能な人を選び、主として話を聞
く。ジェスチャーを観察し、撮影する（図
４）。一人の被験者は C11,C12、C21,C22
の 4 通りの試行を必ず行う。 
 
[コントロールとしての東京話者] A、

C の実験を、東京方言の 60 代以上の高
齢者に対しても行った。さらに、追加で、
C の実験を行った。 
以上の実験は固定カメラで撮影する

（C については 2 台のカメラを使用）。
教示は原則として当該言語でおこなう。

実験が終わったあと非言語的実験に関しては使用した刺激とその結果をそれぞれ記録し、統計
処理を行った。言語的実験では書きおこしを行い、使用された指示がどの指示枠にあたるかを記
録し、統計処理を行った。 

図２ 
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３.2 固定指示枠言語に関する調査 

分担者の長屋が固定指示枠を持つ言語であるラマホロット語に対して調査を行った。方法は
主としてフィールド調査およびオンライン追加調査である。 
 ラマホロット語 (Lamaholot) はオーストロネシア語族中央マレー・ポリネシア語派に属する
言語で、インドネシア共和国フローレス島東部およびその周辺の島々で話されている。この言語
のほとんどの方言は山と海とに挟まれた海岸線沿いの村々で話されており、この地形的環境を
反映してか、rae「山」や lau「海」、teti「天」、lali「地」という地理的ランドマークにもとづ
く空間表現、すなわち方向詞を持っている。ラマホロット語ではこの方向詞を用いて空間参照を
行う。 
 現地でのフィールド調査およびオンライン追加調査の結果に基づいて、方向詞、地形、ならび
にこの言語の文化・環境との関係について考察し、地形を利用した固有指示枠の性質を考察した。 
 
４．研究成果 
４.１ 実験結果について 
[実験 A の結果] 
24 名（13 人男、11 人女）の被験者について宮古語話者が宮古語で行う実験（MM 8 人）、宮古語
話者が共通語で行う実験（MJ8 人）、東京方言の話者が共通語で行う実験（JJ8 人）の 3 グループ
で行った。 
 MJ、JJ グループでは相対指示枠を選び両者で統計的差はなかった（t(6)=1.4;n.s.)。MM グル
ープでは絶対指示枠が選ばれ、他のグループと優位な差があった（F(2,21) =23.1; p<.0001; eta 
squared = 0.69）。この実験に関しては Celik et al.[8]を見られたい。 
 
［実験 C の結果］ 
実験 C は、宮古（平均 83.2 歳、SD8.13）、石垣の白保（平均 83.63 歳、SD8.13)、東京（平均 73.47
歳、SD4.49)で行った。 
 全般に宮古、白保では絶対指示枠を用いたジェスチャーが東京話者よりこのまれた：(宮古平
均=71.09%, SD = 23.7%; 白保平均 81.25%, SD = 34.72%)、東京 (平均 = 40.9%, SD =30.15%). 
具体的な数値をあげると絶対指示枠を用いたジェスチャーが 50%以下の被験者は宮古（11 名中
1 名；9.1%）、白保（8 名中 1 名；12.5%）に対し、東京（11 名中 5 名；45.5%）であった。また、
試行の 75%以上に絶対指示枠を用いたジェスチャー使った被験者は宮古（11 名中 5 名；54.5%),
白保（8 名中 7 名；87.5%) に対し、東京（11 名中 2 名;18.2%)。3 グループの One-Way ANOVA は
統計的に優位 (F(2,27) = 5.10, p = 0.013)で、大きな主効果を示す(η2 = 0.27) (see Figure 
4)。他の統計結果に関しては Núñez et al.[9]を見られたい。 
 
４.２ 固定指示枠言語に関する考察 
 固定指示枠言語に関しては調査の結果、以下の結果を得て、Nagaya[10]として公刊された。 
第一に、ラマホロット語の方向詞による空間参照はこの言語を話す人々の文化や環境と深く

結びついている。方向詞は社会慣習や神話、生活様式と深く結びついている。 
 第二に、方向詞は使われる文脈によってさまざまな意味を持ちうる。村の内部での方向を表現
する場合には、rae「山」や lau「海」、teti「天」、lali「地」という意味を表現するが、村の外
部では teti「島の東端」、lali「島の西端」という意味を表す。 
 第三に、方向詞はランドマーク基盤型の空間指示枠を構成している (図５参照)。 

 
方向詞による空間指示枠は、表現しようとする空

間の配置に山の方向や海の方向という地理的環境
に基づく外部の指示枠を押しつける点で絶対的指
示枠に似ているが、一方で、山の位置によって方向
詞が指す方向が変化するという点において固有的
空間指示枠に似ている。本稿ではこのような性質を
もつラマホロット語の空間指示枠をランドマーク
基盤型の空間指示枠と分析した (Bohnemeyer and O’
Meara [11］参照)。この方向詞による空間指示枠は
重要である。なぜなら、この言語は固有的空間指示
枠を持つものの、その使用は主として人間が参照物
である場合に限定され、相対的空間指示枠を持たな
いからである。 
 
 

４.３ まとめと展望 
今回、実験 A により、宮古語話者が宮古語で話す場合、絶対指示枠を用い、宮古語話者が共通

語で話す場合と東京の話者が共通語で話す場合は相対指示枠を用いることが分かった。実験 C の
ジェスチャーを用いた実験でも、この傾向は宮古語母語の被験者、八重山語白保方言母語の被験

 
図５ 



者において確かめられた。 
この結果が言語相対性仮説を支持するものか反証するものかは自明ではない。宮古語、八重山

語白保方言の被験者は、すべて共通語とのバイリンギュアルであり、しかも、これらの言語は絶
対的指示枠である「東西南北」以外に、相対的指示枠を用いる「右、左」も持つ。つまり、話者
はどちらの概念も用いることができるので、これらの相対的概念を持たない言語における絶対
指示枠の使用とは異なるとみなければならない。これは、タスクの性質にもよる。A、C のよう
に言語を用いてテーブル上のフィギュアの状況を再現してもらうタスクでは、相対的指示枠よ
り絶対的指示枠の方が正確性を担保できる。実際、何人かの被験者たちはそのことを知っており、
我々に右左より東西南北の指示の方が正確であると話していた。 
つまり、これらの話者がなぜ「東西南北」が我々相対的指示枠を用いる話者が容易にわからな

い状況でも、正確に絶対的方位を意識できるのかという問題に帰着する。この状況は、Núñez た
ちが Aymara 語で確かめたような  ‘cultural macro-views’と関連させることが可能である。
彼らは Aymara では絶対的方位用語の使用は家を建てるときの方向と関係していることを発見し
た（Núñez & Cornejo ［11］）。同様のことが琉球のこれらの話者の地域の伝統的な家の建て方、
家の方向についていうことができる。室内での入口、それぞれの部屋、床の間の位置は絶対的方
位に基づいて決まっており、室内では絶対的方位が意識される。村の構造自体もそのようになっ
ていることが多い。 
固有指示枠言語に関してもその使用規則は文化や環境と深く結びついており、方向詞は社会

慣習や神話、生活様式と深く結びついていることが分かった。 
 以上の考察をさらに追及すべく、2020 年、2021 年に実験や調査の計画を立てたが、Covid１９
感染症のため、中止せざるを得なかった。特に、C の実験では東京の被験者の平均年齢が琉球 2
地区の被験者より 10 歳若かったため、必ずしも対照群として適切ではないとの指摘があり、追
加実験を計画したが果たせなかった。そのため、当初予定していた国際査読誌へ投稿予定の論文
の執筆ができなかった。 
 機会があれば、追加の調査・実験を行いたい。また、家の建て方、村の作り方に関しては琉球
王府の風水に基づく指示があったことが文献によって確かめられる。これに関しても十分な調
査ができなかったため、将来の調査の機会を待ちたい。 
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